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1ま え が き         2試 験 方 法

近年,小麦の自給率向上と大麦の飼料化等による麦類の   。試験場所 (岩手農試圃場 )火山灰土壊
見直し論が提起 されている。麦類の栽培には機械化適応性   。試験区の構成(品種別播種期試験,表 1,ll■種期対播種
の高い品種が要望される。昭和50年度に耐寒彗 耐倒伏性   量試験,表 2-1,表 2-2参照 )
品種としてくユキオオムギが本県の奨励品種に編入された。                       ‐

6試 験 結 果本品種について全面全層播栽培における播勧 1 播租量等

について若千の知見を得たので報告する。           1 品種別播種期試験

表1 品種別播種期議験 (昭和49年度 )
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注 α当り施月巴量 :堆肥 150り,N-06+04,P205-20,K20-20  栽 培 法 :全面全層播き

根 雪 期 間 ,12月 10日～ 4月 4日 (115日間 )

試験区の構成と成績 (昭和49年播 ): この試験を実
施 した昭和49年の秋から50年にかけて,当地の根雪は,平

年根雪日数98日 に比べ,17日 長い115日 であった。 雪害が

多く発生 したが,標準播の9月 25日 は越冬株も多く,回復

も良好であつた。 9月25日より晩播では,いずれの品種も越冬

株が低下して,回復も劣り,減収 した。品憲間ではミュキ

オオムギはショウキムギ ベんけいむぎに比べ,越冬株歩
合が高く,晩播による減収率が少なかった。

2 播種期対播種量試験
昭和50年 度 (播 )試験区の構成 と成績 : 標準播 (9
月25日 )に比べ, 9月 30日播のα当り15切 ,10月 5日 播

のα当り20り播種が生育 , 立毛状況も良好で倒伏も少な

く,実用的であつた。

なお, 9月 30日 播のα当り15り ,lo月 5日 のα当り20

表2-1 播種期対拓種量試験 (昭和50年度 )
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切以上の捧種量では越冬前に徒長軟弱の生育を示し,成熟

lulに は倒伏が多かった。

昭和51年度 (播 )試験区の構成と成績 : 前年度の試

験結果の確認と,10月 5日 より遅い播種でも栽培が可能か

否かを検討するために,新たに10月 10日 播,10月 15日 播の

試験区を加えた。

表2-2 播種期対播種量試瓢 昭和51年度 )

注.品  種 :ミ ユキオオムギ
施月日■(%),N‐ 06+04,P205~20

K2o-20,堆肥 -300
根雪期間 :12月 14日 ～ 3月 17日 (93日 )

その結果,晩播の10月 10日 以後の播種は総体的に茎数は

多いが,越冬株が減少し,遅発分けつと収量的には屑重が

多く,播種量もα当り20り までが立毛状況から限界で,

20協以上播種では増収の度合は少なくなつている。

4 お わ り に

1 ミユキオオムギはショウキムギ,ベルけいむぎに比べ
て越冬率が高く,多収で,平年根雪日数80～ HO日 の地帯
でも全面全層播栽培が可能である。

2 播種の適期は全面全層播栽培においても従前と同じ
く,本県中北部では ,月 25日 頃 (平均気温15℃ )である。

晩播による減収の度合は越冬状況によっても異なるが,播

種量の増量によって,ある程度の減収は軽減できる。標準

播がC当 り1均であれば,5日 の遅れで15り , 10日 遅れ

以上は2膨が適量となる。

なお,本場 (滝沢 )に おける根雪日数と収量との関係か

ら,平年根雪日数110日 以上の多雪地では,ミ ユキオオムギ

でも栽培は難しく,晩播による播種量の限界は C当 り2″

で,そ れ以上の播種量では増収の度合が小さく,増収した

場合でも軟弱で倒伏することがあり,収量的に不安定であ

ることを指摘したい。
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